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製品の特長とご使用上の注意はじめに

この度は「腹部アセスメントモデル」をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

本製品は、視診・聴診・打診・触診による腹部アセスメント技術の習得を目的とした医学教育用トレーニン

グモデルです。

必ずお読みください

 本来の使用目的以外にはご使用にならないでください。また取扱説明書に記載された方法以外でのご使

用による万一の破損や事故に関して、当社は責任を負いかねますのでご了承ください。

特 長

 新素材を採用し、人体の腹部に近い触診感覚を再現しています。

 臓器を変更することで、正常と異常所見のアセスメント技術を習得できます。

 呼吸性変動に対応した肝臓の触知ができます。

 専用聴診器で腹部の血管音と腸蠕動音を聴診できます。

はじめに

長時間接触しますと変質する場合があります。
実習後は付属の専用布で保管してください。

モデル本体に付けたままの長時間放置は変質の
原因になります。

●装置やモデルに衝撃や圧力を加えない
ようにしてください

●モデルの汚れは乾いた布でふき取ってく
ださい

●モデル本体は付属の専用シートで保管し、
他の樹脂製品が触れないようにしてください

●高温多湿を避けて保管してください

●表面が変色する場合があります

●サインペンやボールペンで書き込まない
でください

モデル本体や機器類などに衝撃を加えないよう

にしてください。破損の原因になります。

モデル本体に書き込まれますと、インクが吸収さ

れ消えなくなります。

●特殊軟質樹脂を使用している部品は適
切な使用、保管をお願いいたします

●臓器モデルは実習後必ず取り外して保管
してください

汚れは動作を停止したのち、水または水で薄め

た中性洗剤をつけて汚れを取り、乾いた布でふ

き取ってください。濡れたまま放置されますとカ

ビの発生や故障の原因になります。

長期間使用されない場合や経年変化でモデル

本体が変色することがありますが、ご使用には

差し支えはありません。

使用後は、高温多湿の場所や直射日光のあた

る場所での保管は避けてください。変形や変色

、故障の原因になります。

不織布の袋に入った部品は、伸縮性と復元性、

耐久性に優れた特殊な軟質樹脂を使用している

ため、実習後はタルカムパウダーを塗布し､必ず

付属の不織布袋で保管してください。
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安全上のご注意はじめに

ご使用前に、「安全上のご注意」を必ずお読みの上で正しくご使用ください。

ここに示した注意事項は、安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。

誤った取り扱い方によって、火傷やケガ、火災や感電の可能性が想定される内容を
示しています。

してはいけない「禁止」の内容です。左図では「分解禁止」を示しています。

誤った取り扱い方によって、モデルやパーツの変形、破損が想定される内容を示し
ています。

必ず実行して頂く「強制」の内容です。左図では「必ず守る」を示しています。

異臭がするなど異常な状態に気付かれた場合は、速やかに対処いただき、お買い上げの
販売店、もしくは（株）京都科学までご連絡ください。

故障や火災の原因になります。

・付属品以外のアダプタやコードを使用されますと、

火災や感電の原因となり大変危険です。

・付属のACアダプタを他の製品に使用しないでください。

モデル本体や制御ボックス等が熱くなったり、煙が出た時は速やかに本体の
電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。

●付属のアダプタ、電源コードをご使用ください

やけど・ケガ・絶縁劣化による感電・漏電

火災の原因になります。

●使用時以外は電源プラグをコンセントから
抜いてください

■誤ったご使用により生じる危険や損害の程度を表すマークです。

■守っていただく事項の種類を表すマークです。

警 告

注 意

コードを引っ張るとプラグやコードが傷んで

火災や感電の原因になります。

●電源プラグは、本体を持ち、確実に抜き
差ししてください

●指定の電源（日本国内はAC100V)以外で
は使用しないでください

故障や火災の原因になります。

●電源コードを無理に曲げたり、ねじったり、
傷つけるなどしないでください

本体の変形や変色、電気系統のショート

など火災の原因になります。

●火気類を近づけないでください

火災・感電・ケガの原因になります。

修理の際は販売店又は㈱京都科学まで

お問い合わせください。

●絶対に分解、改造しないでください

感電の原因になります。

●濡れた手で電源プラグを抜き差ししないで
ください

電源コードが破損し、火災や感電の原因に

なります。

警 告

異常が起きたら

はじめに
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ご使用前の確認

ご使用の前に、構成品が全て揃っているかご確認ください。

梱包１

■梱包２ ■梱包３

a. 成人胸腹部モデル･･････････1 体

b. タルカムパウダー･･････････1 個

セット内容と各部の名称

肝臓可動機構･･････････････1 式

a 

b 

c

 

 

  

  

c. 1 
d. 1 
e.

f.

AC 1 

1
1
1

A B 1

g.

g.

h.

h.

i.

i.

i.

j.

j.

k.

k.

1

注）製造上の都合により線状の色ムラがみられる場合が
　　ありますが、製品の強度には問題はございません。

c

de

はじめに



4 

●成人胸腹部モデル本体は、変質防止用の専用シートでカバーされています。

成人胸腹部モデル本体は、専用の収納箱で不織布

の保護シートに包んで梱包されています。

シートを外し取り出してください。

※モデルは重量がありますので、2 人で取り出す

などご注意ください。

注）変質防止用の専用シートは、胸腹部モデル本体

の皮膚と、他の樹脂が接触しないように付属し

ています。

実習後は収納箱に入れ、必ず専用の保護シート

で包んで保管してください。

正常

肝硬変（前期）

慢性肝炎

肝硬変（後期）

専用シート

胸腹部モデルの取り出し

肝臓モデルの取り付け
準備

１、胸腹部モデルの取り出し 

１、肝臓の取り付け 

胸腹部モデル

本体

肝臓モデルは下記の 種類があります。

（名称は各肝臓モデルの取手部分にも表示されています。） 
モデルの手前側取手部分を持ち、胸腹部モデル本体の奥ま

でしっかり差し込んでください。
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肝臓モデルの取り付け準備

●肝臓可動機構の確認

肝臓可動機構部とワイヤーで接続されたペダ

ルを踏み、可動機構が正常に動作するか確認し

ます。

ペダルを踏むと機構部が押し出され、放すと自

然に元の状態に戻ります。

注）可動機構部とペダルを接続しているチューブ

は、途中で折り曲げたり上に物を載せないで

ください。正常に可動しなくなります。

●肝臓可動機構部の取り付け

肝臓可動機構部の両端下部にある凹部分を

持ち、胸腹部モデル本体にセットします。

●肝臓モデルの取付完了

肝臓モデル及び肝臓可動機構の取り付けが完

了しました。

肝臓モデルの交換は、取り付けと逆の手順で行

ってください。

注）移動するときは、胸腹部モデル本体頭側と足

側の下部を持ってください。

胸腹部モデル側面の凹部分を持つと、肝臓可

動機構部のみが外れます。

２、肝臓可動機構部の取り付け 
 

✕
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準備 腎臓モデルの取り付け

１、腎臓モデルの取り付け 

●腎臓モデルの取り付け

腎臓モデルの裏側に表示された←HEAD のマ

ークに従って、矢印を胸腹部本体の頭側に向

け取り付けます。

腎臓モデルは下記の 2 種類があります。 

●腎臓モデルの取付完了

胸腹部本体のカバーを元に戻し、取り付けは完

了です。

腎臓モデルの交換は、取り付けと逆の手順で行

ってください。

水腎症 嚢胞

頭側

頭側

頭側

●背中側のカバーを外す

胸腹部モデル本体の背中側にあるカバー（モデ

ル右側）を取り外します。

*正常な腎臓を表現する場合は臓器モデルを取り外
してください。
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１、脾臓モデルの取り付け

準備 脾臓モデルの取り付け

●背中側のカバーを外す

胸腹部モデル本体の背中側にあるカバー（モ

デル左側）を取り外します。

●脾臓モデルの取り付け

脾臓モデルの裏側に表示された←HEAD のマ

ークの矢印を胸腹部本体の頭側に向けて取り

付けます。脾臓モデルは下記の 2 種類があり

ます。

●脾臓モデルの取り付け完了

胸腹部モデル本体のカバーを元に戻し、取り付

けは完了です。

脾臓モデルの交換は、取り付けと逆の手順で行

ってください。

頭側

頭側

この部分は空洞のままです。 

頭側

肥大（大） 肥大（小） 

＊正常な脾臓を表現する場合は臓器モデルを取
り外してください。
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１、子宮、リンパ腫の取り付け 
 

準備 子宮、リンパ腫モデルの取り付け

●取付ベースの取り外し

胸腹部モデル本体底部の子宮、リンパ腫取付ベ

ースを手前に引き出します。

（取付ベースにはあらかじめ子宮（正常）モデ

ルが取り付けてあります）

●子宮、リンパ腫モデルの取り付け

子宮モデル、リンパ腫モデルを取り付けます。 
子宮モデル及びリンパ腫モデルは下記の各 2
種類があります。

※子宮モデル及びリンパ腫モデルについては、取

り付け方向の指定はありません。

子宮（正常） 子宮（筋腫） リンパ腫（A）（B）

リンパ腫（A）

子宮（筋腫）

リンパ腫（B）

●子宮、リンパ腫モデルの取り付け完了

取付ベースを元に戻し、取り付けは完了で

す。

子宮、リンパ腫モデルの交換は、取り付けと

逆の手順で行ってください。

注）製造上の都合により子宮（正常）の表面にごく細い

隙間が生じることがありますがご使用上の問題はござい

ません。

注）取付けベースは丁寧に取り扱ってください。

取り扱いによっては2種類の材料の継ぎ目にごく細い割れ

目が生じる恐れがあります。取り付けベースに細い割れ

目が生じてもご使用に差し支えはありません。
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１、触診部位と聴診部位 

実習 触診部位と聴診部位

●下記の部位で触診できます

・肝臓（正常/慢性肝炎/肝硬変）

※ペダルを踏むことで呼吸性変

動を再現できます。

・脾臓（正常/肥大（小・大））

・腎臓（正常/のう胞/水腎症）

・鼠径部（正常/リンパ腫）

●模擬聴診器で下記の血管雑音と腸音

が聴診できます

・腎動脈雑音

・総腸骨動脈雑音

・腸音（正常/亢進/減少/サブイレウス/イレウス）

呼吸性変動

再現用ペダル
正常な脾臓、正常な腎臓は臓器モデルを取り外す
ことで再現します。
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後片付け
胸腹部モデル本体と
臓器モデルの後片づけ

１、胸腹部モデル本体の保管 

●臓器モデルは取り外して保管

納品時別梱包になっている臓器モデルは、胸

腹部モデル本体から取り外して保管してく

ださい。

注）臓器モデルを胸腹部モデル本体に取り付け

たまま長期間放置しますと、臓器モデルが変

質する場合があります。

●汚れを拭き取りパウダーを塗布し、専用シートで包んで保管

モデルの汚れは、ウエットティッシュ又は、

水で薄めた中性洗剤をつけた布などで拭き

取り、十分に乾燥させた後、皮膚部分に付

属のタルカムパウダーを塗布してください。

肝臓可動機構部を取り外し、専用箱に収納の上

保護シートで包んで保管してください。

h i 

j 
k 

 

h.
1

i.
1

j.

1

k.
A B 1

1

i 

g. 

g. 

２、臓器モデルの保管



a. コントローラー b. 模擬聴診器 c. AC アダプター

タッチパネル

電源スイッチ

模擬聴診器用
コネクタ

電源ジャック

外部スピーカ
出力用ジャック

スピーカ

構成品がすべて揃っていることをご確認ください。

aa

bb

cc

●模擬聴診器をコントローラー側面のコネクタに接
続します。

●ACアダプターをコンセントに差し込み、コントロ
ーラー背面の電源スイッチを押します。

●準備完了

●ACアダプターをコントローラー背面の電源ジャ
ックに接続します。

コントローラーの▲と
模擬聴診器の　を合わ
せます

➡

➡ ➡

➡
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構成品の確認と接続準備

１、セット構成と各部の名称

２、接　続



2.「モデル設定」で腹部アセスメントモデルを
選択します。

3.ＯＫを選択すると操作画面になります。
操作画面

4.「デバイス設定」は、バックライト輝度、自
動消灯時間、キャリブレーションができます。
リターンを選択すると操作画面になります。

1.「言語設定」で日本語又は英語を選択できます。

スライドさせることで画面の明るさを調節できます

10分単位で0～80分まで設定できます

腹部アセスメントモデルでは使用しません

次頁参照

※コントローラーは他のモデルと共用になっています。他のモデルに使用していない場合「モデル設定」
の選択は不要です。

※他の画面が表示されている場合は、右上の設
定ボタンを選択して切り替えます。

2.ＯＫを押します。

12

コントローラーの設定準備

１、コントローラ—の設定



1.「開始」を選択します。

2.画面上の4箇所に、順次タッチポイントが表示されるので、
タッチします。

※キャリブレーションは、タッチパネルのタッチが反応しない、もしくは反応位置のズレが生
じたときに行います。通常は使用しません。
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コントローラーの設定準備

3.全てのポイントにタッチすると確認画面が表示されるので

「ＯＫ］を選択すると設定画面に戻ります。

①

② ③

④

１、コントローラ—の設定



設定を変更する時に選択します

血管雑音聴診部位の選択

聴診したい方の「動脈」を選択します
赤の表示で ON になっています

（左右同時に選択することはできません）

聴診したい方の「動脈」を選択します
赤の表示で ON になっています

（左右同時に選択することはできません）

選択で ON/OFF を切り替えます
ON で赤く点灯します

腸音聴診症例の選択

音量調節（0 ～ 10 まで設定できます）
※設定を変更するとコントローラからの

音と、聴診器からの音が同時に変更さ
れます。（個別調節はできません）

1.操作画面の名称と機能

2.血管雑音の聴診
各動脈の名称を選択すると、選択部位が赤く点灯します。
模擬聴診器をモデルにあてると血管雑音を聴診する事ができます。

3.腸音の聴診
「正常」の選択で腸音をON/OFFすることができます。（ONの場合は聴診部位が緑に点灯します。）
▼を選択すると腸音の症例選択画面が表示されるので症例名を選択します。

4.使用後はコントローラー背面の電源スイッチを切ってください。
どの画面の状態で電源を切っても構いません。
※次回電源を入れたときは電源を切る直前の画面が表示されます。
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実習

１、聴診、後片づけ

聴診
後片づけ

➡

コントローラからの音を消すことが
できます。（指導者用外部接続スピーカ
の音を消すことはできません）



■本社・工場
〒612-8388　京都市伏見区北寝小屋町15番地
TEL：075-605-2510（直通）
FAX：075-605-2519

■東京支店
〒113-0033　東京都文京区本郷三丁目26番６号

NREG本郷三丁目ビル2階
TEL：03-3817-8071（直通）
FAX：03-3817-8075

Caution

URL  http://www.kyotokagaku.com       e-mail  rw-kyoto@kyotokagaku.co.jp● ●

モデル表面に印刷物などが直接触れないようにしてください。
樹脂にインクが吸収されて消えなくなります。

Do not let ink from pens, newspapers, product  manual or other sources 
contact the manikin. Ink marks on the manikin will be irremovable.

■ ■(World Wide)

本書の内容は、予告なしに変更することがあります。本書の内容の一部もしくは全部を当社に無断で複写・転載する
ことを禁じます。
本書の内容に、万一不審な点や誤りなど、お気づきの点がございましたら、当社もしくは販売店にご連絡ください。

The contents of the instruction manual are subject to change without prior notice.
No part of this instruction manual may be reproduced or transmitted in any form without permission from the manufacturer. 
Please contact manufacturer for extra copies of this manual which may contain important updates and revisions. 
Please contact manufacturer with any discrepancies in this manual or product feedback. Your cooperation is greatly 
appreciated.

・本製品についてのお問い合わせや不具合等ございましたら、お手数ですがお買い上げの販売店、
もしくは下記（株）京都科学まで御連絡ください。
・For inquiries and service, please contact your distributor or KYOTO KAGAKU CO., LTD.
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